
１９春闘に向けた「アンケート葉書」は、３万

１０００枚を印刷し、全国の職場に届けました。

今年のアンケート葉書には、従来掲載していた

電機連合調査の「２０１６年標準生計費」を掲載

する事ができましたので、訪問での対話に活用を

お願いします。設問では、新しく⑦項目に「労働

時間管理はどうされていますか」と、職場の実態

を調査するために追加しました。

東京地区では、１０月２２日から１２月７日の期間

に３４箇所で宣伝を計画し、１万０５９０セット配布

を取り組んでいます。電機・情報ユニオン東京支部が

加盟している「東京地評」に支援要請し、該当する地

域労連からの参加をお願いしています。

今年は、ＮＥＣ３０００人リストラを反撃する「第

５弾宣伝」と位置づけ、最初の１０月２２日（月）に

ＮＥＣ本社から開始し、２週間で７事業場を実施する

事にして取り組みを強化しています。

◆10月2２日(月)7時３0分から9時、ＮＥＣ本社・

三田国際前でのリストラ反撃宣伝行動を１９人が参加

してリストラ反撃ビラ「ＥＬＩＣＮＥＣ（１０月号）

を９８９セット手渡せました。ユニオン米田委員長

ハンドマイク宣伝に勇気が生れ、戻って受け取りに来

る男女が３人いました。三田国際前では、白石都議が

ハンドマイクで新野社長が恐怖を感じたからリストラ

するのはおかしいと批判し、退職強要面談のひどさを

リアルに訴えました。宣伝行動には、熊田さん（港区

議）・猪熊さん（港区議）・星野さん（元港区議）・

福島さん（次期港区議候補）の支援を頂きました。

◆10月2４日(水)7時から８時３５分、ＮＥＣ府中

の５カ所でリストラ反撃宣伝行動を１６人が参加して

リストラ反撃ビラ「ＥＬＩＣＮＥＣ（１０月号）を１

０５９セット手渡せました。応援に府中労連から３人、

赤野市議を含めて４名駆けつけ、西門も同時に行うこ

とができ最高の参加数でした。西府・歩道橋下

で、ユニオン米田委員長はハンドマイクで「面

談を４回、５

回が行われて

いることは人

権問題で違法

です、私は関

係ないことで

なくＮＥＣの

職場で行われ

ている事を考

えてほしい」

と訴えました。
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